
                                     

    （彼らは卓球をします。）

 （彼らは卓球をしています。）

＜ のつけかた＞

どんなとき？ どんなルール？ 例

ほとんどの動詞 そのまま
–

–

で終わる動詞 を消して
–

–

短母音 ＋ 子音字

で終わる動詞

最後の文字を

重ねて

–

！

「～している」のように、動作がちょうど今進行していることを表すときは、

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＋ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ の形を作る。

これを、「現在進行形」という。

 などの

（       ）

動詞の後ろに 

（       ） 

が付いた形 



                                     

 

（あなたはバスケットボールをプレーしています。）

（あなたはバスケットボールをプレーしていますか。）

（はい、しています。 ／ いいえ、していません。）

する

 （あなたは何をしているのですか。）

！

①「～しているのですか。」と、今していることをたずねるときには、

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

②「何をしているのですか。」とたずねるときには、

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。



                                     

（これはかわいい。）

 （なんてかわいいのだろう！）

 （これはかわいい猫だ。）

 （なんてかわいい猫なんだろう！）

いろいろな「形容詞」「副詞」

長い 短い

（背が）高い

重い 軽い

良い すばらしい

安い （価格が）高い

苦い

眠い

優しい 強い

速い

おもしろい 美しい

有名な 人気がある

早い 便利な

形容詞や副詞を使って「なんて～だろう！」と驚きや感動を伝えるときには、２つ方法がある。

① 形容詞＋！       ② ＋ 名詞と形容詞のセット ＋！

（①は、具体的なものは伝えられない。 ②は、具体的なものを伝えられる。）


